
①
文
京
区
＝
48
・
66
％

②
北
区
＝
47
・
03
％

③
千
代
田
区
＝
44
・
19
％

④
墨
田
区
＝
44
・
04
％

⑤
杉
並
区
＝
44
・
01
％

⑥
世
田
谷
区
＝
43
・
93
％

⑦
江
東
区
＝
43
・
89
％

⑧
練
馬
区
＝
43
・
68
％

⑨
太
田
区
＝
43
・
60
％

⑩
中
野
区
＝
43
・
56
％

⑪
品
川
区
＝
43
・
19
％

⑫
荒
川
区
＝
43
・
10
％

⑬
豊
島
区
＝
43
・
04
％

⑭
目
黒
区
＝
43
・
03
％

⑮
台
東
区
＝
42
・
91
％

⑯
新
宿
区
＝
41
・
89
％

⑰
板
橋
区
＝
41
・
68
％

⑱
足
立
区
＝
41
・
38
％

⑲
葛
飾
区
＝
40
・
01
％

⑳
江
戸
川
区
＝
39
・
65
％

中
央
区
＝
39
・
19
％

渋
谷
区
＝
38
・
33
％

港
区
＝
33
・
78
％

①
光
が
丘
第
三
中
学
校

区
＝
56
・
98
％

②
光
が
丘
春
の
風
小
学
校

区
＝
53
・
30
％

③
光
が
丘
秋
の
陽
小
学
校

区
＝
50
・
57
％

④
田
柄
中
学
校
区
＝
48
・

91
％⑤

光
が
丘
四
季
の
香
小
学

校
区
＝
48
・
64
％

⑥
光
が
丘
第
八
小
学
校

区
＝
48
・
42
％

⑦
春
日
町
青
少
年
館
区
＝

47
・
00
％

⑧
練
馬
小
学
校
区
＝
45
・

03
％⑨

田
柄
第
二
小
学
校
区
＝

43
・
39
％

⑩
田
柄
小
学
校
区
＝
42
・

53
％⑪

高
松
小
学
校
区
＝
42
・

00
％⑫

北
町
西
小
学
校
区
＝

41
・
26
％

⑬
旭
町
小
学
校
区
＝
40
・

65
％⑭

豊
溪
小
学
校
区
＝
40
・

18
％⑮

八
坂
中
学
校
区
＝
39
・

82
％
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ホームページ http ://www.hikar igaoka-shinbun.jp/

 

練
馬
区
は
23
区
中
８
位
で
43
・
68
％

光三中区が56・98％

春の風小区53・30％

秋の陽小区50・57％

光
が
丘
地
区
の
投
票
順
位

本
紙
配
達
に
つ
い
て
、
６
・
７

月
号
は
雨
天
の
為
一
部
遅
配
と
な

り
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
光
が
丘
新
聞
社

お
知
ら
せ

７
月
４
日
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

の
開
票
を
順
位
別
で
も
追
求
し
た
。

23
区
の
投
票
順
位



７
月
に
有
名
な
行
事
と
い

い
え
ば
、「
七
夕
」
を
想
像
す

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

短
冊
に
願
い
を
書
い
て
笹
竹

に
飾
る
風
習
は
、
江
戸
時
代

に
始
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
サ

ト
イ
モ
の
葉
に
た
ま
っ
た
夜

露
で
す
っ
た
墨
を
使
い
願
い

事
を
書
く
と
、
そ
の
願
い
が

叶
う
と
い
う
話
を
子
供
の
頃

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

竹
林
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

昨
今
で
す
が
、
短
冊
に
願
い

事
を
書
く
と
い
う
習
慣
を
続

け
て
い
る
ご
家
庭
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。
願
い
を
書
く

だ
け
で
叶
う
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、「
書

く
」
と
い
う
行
為
は
、
人
間

に
と
っ
て
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
有
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
ま

す
。こ

の
願
い
を
書
く
と
い
う

行
為
は
、
自
分
の
意
識
を
改

革
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
有
効
な
方
法
と
言
わ
れ

ま
す
。
人
間
は
、
無
意
識
の

う
ち
に
、
先
に
書
い
た
情
報

（
願
い
や
目
標
）
に
向
か
い
、

行
動
が
あ
る
程
度
制
御
さ
れ

て
い
る
と
い
う
の
で
す
。「
先

の
情
報
か
ら
得
た
感
覚
が
、

後
の
情
報
の
取
得
に
影
響
を

与
え
る
」
効
果
を
「
プ
ラ
イ

ミ
ン
グ
効
果
」
と
呼
ぶ
そ
う

で
す
が
、
こ
う
し
た
効
果
が
、

メ
モ
を
取
っ
た
り
ノ
ー
ト
に

目
標
を
書
い
た
り
す
る
こ
と

で
引
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
で
立
て
た
目
標
は
、
時

間
が
経
つ
に
つ
れ
て
記
憶
か

ら
薄
れ
て
忘
れ
が
ち
に
な
り

ま
す
が
、
私
自
身
、
自
分
の

願
い
を
日
記
に
書
い
て
可
視

化
し
た
こ
と
で
、
目
標
を
持

続
し
達
成
し
た
経
験
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
日
常
の
タ
ス

ク
を
書
き
出
し
た
こ
と
で
、

行
動
が
自
然
と
焦
点
化
さ
れ
、

課
題
を
達
成
し
た
経
験
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

「
書
く
」
こ
と
に
よ
る
良

い
効
果
は
こ
の
他
に
も
ま
だ

あ
る
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば

①
ア
イ
デ
ア
が
広
が
る
②
問

題
を
客
観
的
に
捉
え
解
決
す

る
力
が
つ
く
③
集
中
力
が
高

ま
る
な
ど
。
学
校
教
育
に
お

い
て
は
、
毎
日
行
な
わ
れ
る

重
要
な
学
習
活
動
の
一
つ
で

す
。
子
供
た
ち
は
、
メ
モ
を

書
き
な
が
ら
、
自
由
に
自
分

の
ア
イ
デ
ア
を
広
げ
た
り
、

課
題
を
書
き
出
し
て
整
理
し
、

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
頭
を
使
い
考
え
た
り
と

様
々
な
活
動
に
結
び
つ
け
て
、

日
々
、
力
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
ご
家
庭
で
は
ど
ん

な
「
書
く
」
取
り
組
み
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
メ
モ
を

取
る
、
伝
言
を
書
き
残
す
な

ど
生
活
に
必
要
な
場
面
で
数

多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
七

夕
と
い
う
特
別
な
日
に
自
分

自
身
の
明
確
な
目
標
を
書
い

て
み
る
こ
と
も
良
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
家
庭
で
話
題
に

し
、
考
え
た
目
標
は
、
記
憶

に
強
く
印
象
付
け
ら
れ
、
そ

の
後
の
行
動
へ
の
変
化
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
目
標
を
達
成

す
る
た
め
「
書
く
」
試
み
を

取
り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

 

 

 

 

私
が
学
級
担
任
だ
っ
た
頃
、

家
庭
の
事
情
で
日
常
生
活
に

支
障
を
来
た
し
、
辛
い
思
い

を
し
て
い
る
児
童
が
在
籍
し

て
い
ま
し
た
。
私
も
担
任
と

し
て
、
で
き
る
だ
け
の
配
慮

を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
、
そ
の
子
の
身
の
回
り
の

お
世
話
を
、
他
の
人
に
は
分

か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
る
保
護
者
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
の
方
の

助
け
を
得
な
が
ら
、
笑
顔
で

卒
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
卒
業
式
後
、
そ
の

保
護
者
の
方
と
個
人
的
に
お

話
を
す
る
機
会
を
作
り
、
ど

う
し
て
そ
こ
ま
で
や
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
か
を
聴
い
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
そ
の
方
は
、

「
先
生
、
当
た
り
前
で
す

け
ど
、
私
は
自
分
の
子
供
が

一
番
か
わ
い
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
一
番
か
わ
い
い
子
供

が
、
毎
日
を
楽
し
く
、
友
達

と
仲
良
く
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
考

え
た
と
き
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

友
達
で
、
辛
い
思
い
を
し
て

い
る
子
が
い
る
の
を
知
っ
た

ら
、
放
っ
て
お
け
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。
そ
ん
な
子
が

い
る
の
に
、
自
分
の
子
供
が

楽
し
け
れ
ば
い
い
な
ん
て
言

っ
て
ら
れ
ま
せ
ん
。
み
ん
な

が
楽
し
く
な
け
れ
ば
、
本
当

の
意
味
で
自
分
の
子
供
も
楽

し
ん
で
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
自
分
に
で
き
る
範
囲
の

こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
何
か
お
役
に
立
て
れ

ば
と
思
っ
て
や
っ
て
い
た
だ

け
で
す
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
こ
の
経
験
は
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

自
分
に
と
っ
て
一
番
か
わ

い
い
自
分
の
子
供
が
楽
し
く

過
ご
す
に
は
、
周
り
の
子
も

楽
し
く
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

強
い
衝
撃
と
深
い
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

「
自
分
の
子
供
が
一
番
か

わ
い
い
」
こ
れ
は
誰
も
が
同

じ
と
す
る
な
ら
、「
だ
か
ら
何

を
し
て
ほ
し
い
」
と
周
り
に

求
め
る
の
で
は
な
く
、「
だ
か

ら
自
分
は
ど
う
す
る
の
か
・

な
に
が
で
き
る
の
か
」
を
し

っ
か
り
と
考
え
、
実
行
し
た

い
も
の
で
す
。
改
め
て
「
み

ん
な
の
子
供
を
み
ん
な
で
育

て
る
」
こ
と
の
で
き
る
家

庭
・
学
校
・
地
域
で
あ
り
た

い
と
強
く
願
い
ま
す
。

自
分
の
子
供
が
一
番
か
わ
い
い

光
が
丘
第
八
小
学
校

校
長
　
世
古
　
徳
浩

…
…
桜
樺
細
工
で
有
名
な

岩
手
県
の
あ
る
集
落
で
は
、

７
月
初
旬
、
桜
の
木
の
皮
を

採
り
に
村
人
が
山
に
入
る
。

す
る
と
、
よ
く
熊
の
親
子
を

見
か
け
る
と
い
う
。
野
イ
チ

ゴ
が
実
る
こ
の
季
節
、
母
熊

が
子
熊
に
野
イ
チ
ゴ
を
食
べ

さ
せ
に
来
る
の
だ
。
実
は
熊

の
子
離
れ
の
時
期
で
、
母
熊

は
子
熊
が
野
イ
チ
ゴ
を
食
べ

て
い
る
間
に
、
そ
っ
と
離
れ

る
。
二
度
と
会
え
な
い
こ
と

を
承
知
で
、
子
熊
を
残
し
て

い
く
母
熊
の
思
い
は
い
か
な

る
も
の
だ
ろ
う
。

子
熊
の
方
は
、
野
イ
チ
ゴ

を
夢
中
で
食
べ
て
い
る
。
そ

し
て
ふ
と
振
り
返
る
と
、
母

熊
は
い
な
い
。
永
遠
の
別
れ

で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
自
分
の

力
で
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
甘
い
野
イ
チ
ゴ

は
親
子
を
断
ち
切
る
た
め
の

手
段
で
あ
り
、
親
か
ら
子
へ

の
最
後
の
ギ
フ
ト
で
も
あ
る
。

厳
し
い
自
然
の
営
み
に
、

人
の
世
に
も
通
ず
る
親
子
の

情
愛
を
感
じ
、
い
つ
し
か
村

人
は
「
い
ち
ご
離
れ
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
い
ち
ご
離
れ
」
に
は
、

熊
の
親
子
を
守
る
村
人
の
温

か
い
眼
差
し
と
自
然
へ
の
敬

意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。「
言

葉
」
は
風
土
に
生
ま
れ
、
先

人
た
ち
の
悲
喜
交
々
を
抱
え

て
長
い
歳
月
を
経
て
残
っ
た

一
雫
だ
。
そ
れ
ら
を
次
の
世

代
に
伝
え
て
い
く
義
務
が
私

た
ち
に
は
あ
る
。
俳
人
の
言

葉
で
し
た
。

理
系
の
私
が
、
20
代
の
頃

に
も
し
こ
の
文
章
を
読
ん
だ

と
し
た
ら
、
熊
の
親
子
は
大

変
な
ん
だ
と
思
う
だ
け
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
地

元
の
人
が
「
い
ち
ご
離
れ
」

と
い
う
言
葉
で
、
熊
に
対
す

る
温
か
い
眼
差
し
と
自
然
へ

の
敬
意
な
ど
気
づ
き
も
し
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
言
葉

の
も
つ
奥
深
さ
は
、
い
ろ
い

ろ
な
小
説
を
読
む
中
で
、
身

に
着
け
て
き
た
こ
と
な
の
だ

と
60
歳
を
超
え
て
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

中
学
生
の
中
に
も
私
と
同

じ
く
ら
い
本
を
読
む
生
徒
が

時
々
い
ま
す
。
そ
の
生
徒
の

書
い
た
文
章
は
洗
練
さ
れ
て

い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
の
私
た
ち

に
と
っ
て
親
子
熊
の
厳
し
さ

に
学
ぶ
も
の
が
あ
り
ま
す
。

言

葉

の

意

味

光
が
丘
第
一
中
学
校

校
長
　
山
谷
　
安
雄

「
書
く
」
こ
と
と
目
標
達
成

光
が
丘
春
の
風
小
学
校

副
校
長
　
加
藤
　
亜
矢
子

親
離
れ
、
子
離
れ
は
意
識
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
間
違
え
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
時
代
に
合
っ
た
子
離
れ

を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。



７
月
17
日
（
土
）
か
ら
板

橋
区
立
美
術
館
（
赤
塚
５
ー

34
ー
27
）
で
、『
２
０
２
１

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国

際
絵
本
原
画
展
』
が
８
月
15

日
（
日
）
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

同
展
は
、
イ
タ
リ
ア
・
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
市
で
開
催
さ
れ
た

世
界
最
大
級
の
規
模
を
誇
る

絵
本
原
画
コ
ン
ク
ー
ル
「
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
国
際
絵
本
原
画
展
」

の
入
選
の
絵
本
原
画
を
日
本

で
も
紹
介
し
よ
う
と
昭
和
56

年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
回
で
41
回
目
。
日

本
か
ら
の
８
人
を
含
む
世
界

23
か
国
・
76
人
（
組
）
の
作

家
が
描
い
た
全
入
選
作
品
が

ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
絵
本

原
画
の
世
界
観
に
浸
る

こ
と
が
で
き
る
。

今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
、
初
め
て
オ
ン
ラ

イ
ン
審
査
と
な
っ
た

が
、
68
か
国
３
２
３
５

作
品
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
23
か
国

76
作
品
が
入
選
し
た
。

Tel
（
３
９
７
９
）
３
２
５
１

 

【
平
和
台
図
書
館
】

▽
本
を
か
り
よ
う
ス
タ
ン

プ
＝
８
月
31
日
（
火
）
ま
で

対
象
　
幼
児
〜
小
学
２
年

生Tel
（
３
９
３
１
）
９
５
８
１

【
光
が
丘
地
区
区
民
館
】

▽
け
ん
玉
検
定
＝
８
月

10
・
24
日
（
火
）
13
時
〜

対
象
　
児
童

▽
卓
球
の
日
＝
８
月
12
・

26
日
（
木
）
13
時
30
分
〜

16
時
30
分
　
対
象
　
児
童

Tel
（
３
９
７
９
）
６
９
１
１

【
田
柄
地
区
区
民
館
】

▽
卓
球
道
場
＝
８
月
12
・

26
日
（
木
）
15
時
〜
16
時
　

対
象
　
小
学
２
年
生
か
ら

▽
ベ
ー
ゴ
マ
道
場
＝
８
月

31
日
（
火
）
15
時
〜
16
時

対
象
　
小
学
生

Tel
（
３
９
２
６
）
４
９
３
２

【
春
日
町
南
地
区
区
民
館
】

▽
館
長
の
人
形
劇
「
い
の

き
ち
く
ん
と
駅
長
さ
ん
」
＝

８
月
23
日
（
月
）
14
時
〜

14
時
40
分
　
対
象
　
幼
児
〜

小
学
生
　
定
員
　
30
名
　
要

申
込

Tel
（
３
９
２
６
）
４
９
７
１

【
平
和
台
児
童
館
】

▽
お
た
の
し
み
も
の
づ
く

り
＝
８
月
16
日
（
月
）
17
・

24
日
（
火
）
25
日
（
水
）

13
時
15
分
〜
14
時
45
分
　

要
申
込

Tel
（
３
９
３
３
）
０
２
９
７

【
光
が
丘
な
か
よ
し
児
童

館
】▽

プ
ラ
バ
ン
工
作
＝
８
月

18
日
（
水
）
10
時
〜
11
時

30
分
　
対
象
　
４
歳
以
上

定
員
　
30
名

▽
ア
イ
ロ
ン
ビ
ー
ズ
工

作
＝
８
月
11
・
25
日
（
水
）

10
時
〜
11
時
30
分
　
対
象
　

４
歳
以
上
　
定
員
　
各
30

名Tel
（
５
９
９
７
）
７
７
２
０

【
光
が
丘
児
童
館
】

▽
映
画
会
＝
８
月
30
日

（
月
）
10
時
〜
12
時
　
13
時

〜
15
時
　
16
時
〜
18
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
定
員

各
10
名
　
要
申
込

Tel
（
３
９
７
５
）
７
１
３
７

【
土
支
田
児
童
館
】

▽
ラ
メ
入
り
ス
ラ
イ
ム
を

つ
く
ろ
う
＝
８
月
19
日
（
木
）

14
時
30
分
〜
17
時
　
対
象

小
学
生
以
上
　
定
員
　
60

名
▽
し
ゃ
て
き
大
会
＝
８
月

26
日
（
木
）
10
時
〜
11
時

30
分
　
対
象
　
小
学
生
以
上

Tel
（
３
９
２
５
）
４
７
８
４

【
春
日
町
青
少
年
館
】

▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
＝

８
月
６
日
（
金
）
10
日
（
火
）

16
日
（
月
）
18
日
（
水
）

15
時
15
分
〜
16
時
45
分
　

対
象
　
小
学
生
以
上
　
持
ち

物
　
上
履
き

Tel
（
３
９
９
８
）
５
３
４
１

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ

国
際
絵
本
原
画
展

ホアキン・カンプ（アルゼンチン）
「プール」

８
月
28
日
（
土
）
16
時
よ

り
17
時
30
分
ま
で
ク
オ
ー
ル

薬
局
（
光
が
丘
３
ー
３
ー
４

ー
１
０
３
）
で
ミ
ニ
セ
ミ
ナ

ー
が
開
か
れ
る
。
16
時
よ
り

30
分
間
「
あ
な
た
の
そ
の
汗

ご
用
心
！
」
講
師
は
、
光
が

丘
内
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

内
田
数
海
先
生
。
16
時
30
分

か
ら
「
汗
に
関
す
る
お
薬
の

話
」
ク
オ
ー
ル
薬
局
光
が
丘

店
薬
局
長
・
高
岡
明
未
氏
。

続
い
て
、「
暑
い
夏
の
食
事
の

コ
ツ
」
同
管
理
栄
養
士
・
宮

代
由
佳
氏
。
そ
の
後
「
相
談

会
」
を
。

Tel
０
８
０
（
７
８
９
７
）
３

５
０
５

８
１
３
（
７
月
５
日
）
号

４
面
、
光
が
丘
春
の
風
小
に

10
年
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が

４
年
の
間
違
い
で
す
。
訂
正

し
、
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

無
料
で
光
が
丘
健
康
フ
ェ
ア



７
月
25
日
、
光
が
丘
ふ
れ

あ
い
の
町
青
空
市
会
は
、
お

中
元
大
売
り
出
し
の
ガ
ラ
ポ

ン
抽
選
を
開
催
し
た
。

景
品
は
、
特
賞
＝
練
馬
区

内
共
通
商
品
券
５
０
０
０
円

分
　
５
本
　
特
別
賞
＝
ホ
テ

ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
東
京
お
食
事

券
５
０
０
０
円
分
　
10
本
　

１
等
賞
＝
区
内
共
通
商
品
券

３
０
０
０
円
分
ま
た
は
ペ
ア

映
画
チ
ケ
ッ
ト
　
５
本
　
２

等
賞
＝
同
５
０
０
円
券
　
20

本
　
３
等
賞
＝
６
缶
パ
ッ
ク

ビ
ー
ル
ま
た
は
酎
ハ
イ
ま
た

は
食
料
品
ど
れ
か
１
点
　
２

０
０
本
　
４
等
賞
＝
青
空
市

会
各
店
協
賛
品
ま
た
は
食
料

品
ま
た
は
雑
貨
　
４
０
０
本

５
等
賞
＝
同
５
０
０
本
　
残

念
賞
＝
袋
お
菓
子
ま
た
は
ゼ

リ
ー
ど
ち
ら
か
１
点
　
８
０

０
本
。

同
日
は
、
福
引
抽
選
に
来

ら
れ
た
方
先
着
６
０
０
名
様

に
冷
た
い
飲
物
が
も
れ
な
く

１
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

◆
む
つ
み
台
団
地
夏
祭
り

盆
踊
り
大
会
＝
例
年
の
開
催

日
、
７
月
末
の
土
日

◆
田
柄
納
涼
盆
踊
り
大

会
＝
同
、
８
月
５
・
６
日

◆
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
通
し

世
界
へ
は
ば
た
こ
う
〜
２
０

２
１
〜
＝
開
催
予
定
日
　
７

月
18
日

◆
第
50
回
板
橋
区
民
ま
つ

り
＝
開
催
予
定
日
　
10
月
16

日
◆
第
62
回
い
た
ば
し
花
火

大
会
＝
開
催
予
定
日
　
11
月

６
日◆

第
44
回
板
橋
農
業
ま
つ

り
＝
開
催
予
定
日
　
11
月
13

日

豊
か
な
体
験
が
豊
か
な

生
活
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

子
供
た
ち
に
多
様
な
経
験

の
場
を
設
定
す
る
よ
う
努

め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
継
続
し
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
状

況
で
出
会
う
か
も
非
常
に

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

私
は
北
原
小
学
校
で
の

副
校
長
と
し
て
の
勤
務
が
、

本
年
度
で
二
年
目
に
な
り

ま
す
。
練
馬
区
在
住
で
す

が
、
一
昨
年
度
ま
で
の
十

年
間
、
調
布
市
に
勤
め
て

い
ま
し
た
。
北
原
小
学
校

に
転
任
と
な
り
、
片
道
一

時
間
半
以
上
だ
っ
た
通
勤

時
間
が
た
い
へ
ん
短
く
な

っ
た
こ
と
を
と
て
も
あ
り

が
た
く
感
じ
た
も
の
で
す
。

現
在
は
自
転
車
で
二
十
分

弱
の
通
勤
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
短
時
間
の
通
勤
で

す
が
、
日
々
興
味
深
く
眺

め
な
が
ら
通
っ
て
い
ま
す
。

私
が
興
味
深
く
眺
め
て
い

る
も
の
、
そ
れ
は
植
物
で

す
。
桜
を
は
じ
め
と
す
る

樹
々
の
開
花
、
新
緑
の
芽

吹
き
に
目
を
奪
わ
れ
た
り
、

道
端
の
雑
草
が
咲
か
せ
る

花
に
驚
い
た
り
、
ご
家
庭

の
庭
の
手
入
れ
さ
れ
た
庭

に
感
心
し
た
り
と
、
毎
日

の
発
見
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。
全
く
の
初
心
者

で
、
花
の
名
前
も
よ
く
分

か
ら
ず
、
ア
ジ
サ
イ
に
も

い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
る

こ
と
さ
え
最
近
知
り
ま
し

た
。私

の
こ
れ
ま
で
の
興
味

は
運
動
す
る
こ
と
で
し
た
。

小
学
校
の
時
に
少
年
野
球

チ
ー
ム
に
入
り
、
高
校
卒

業
ま
で
野
球
漬
け
の
日
々

を
送
り
ま
し
た
。
大
学
で

は
ス
キ
ー
に
熱
中
し
、
教

員
に
な
っ
て
か
ら
も
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
、

様
々
な
運
動
を
楽
し
ん
で

き
ま
し
た
。
桜
の
開
花
に

関
心
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
の
は
教
員
に
な
っ
て
か

ら
で
し
た
。

そ
ん
な
私
で
す
が
、
四

年
ほ
ど
前
に
大
き
な
転
機

が
訪
れ
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
百
円
均
一
シ
ョ
ッ
プ

の
観
葉
植
物
で
し
た
。
な

ぜ
か
観
葉
植
物
が
気
に
な

り
、
五
㌢
㍍
ほ
ど
の
小
さ

な
苗
を
二
株
購
入
し
た
の

で
す
。
副
校
長
に
な
っ
た

ば
か
り
で
多
忙
の
た
め
運

動
も
で
き
ず
、
心
が
疲
れ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
毎
日
世
話
を
し
た
と

こ
ろ
、
一
年
後
に
は
三
十

㌢
㍍
ほ
ど
の
高
さ
ま
で
成

長
し
、
初
め
て
植
え
替
え

も
行
な
い
ま
し
た
。
こ
う

な
る
と
、
成
長
が
楽
し
み

に
な
る
と
と
も
に
、
他
の

植
物
に
も
興
味
が
わ
き
、

気
に
な
る
植
物
を
次
々
と

購
入
す
る
よ
う
に
も
な
っ

た
の
で
す
。
こ
う
し
て
、

植
物
ウ
ォ
ッ
チ
を
し
な
が

ら
の
通
勤
が
始
ま
り
ま
し

た
。
家
で
の
植
物
の
世
話

も
含
め
、
今
ま
で
の
私
に

は
考
え
ら
れ
な
い
生
活
が

始
ま
り
ま
し
た
。

教
育
生
活
も
終
わ
り
が

近
付
く
年
齢
に
な
っ
た
今

で
も
、
新
た
な
世
界
に
出

会
い
、
生
活
を
豊
か
に
で

き
た
こ
と
に
驚
き
と
喜
び

を
感
じ
て
い
ま
す
。
豊
か

な
体
験
と
共
に
、
素
敵
な

出
会
い
が
子
供
た
ち
に
訪

れ
る
こ
と
を
願
い
な
が
ら
、

日
々
指
導
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

１
９
６
３
年
東
京
都
生

ま
れ
　
練
馬
区
在
住

-667-

北
原
小
学
校
副
校
長
　

西
澤
　
圭
一

出

会

い

の

妙

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選

▽
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
東

京
（
５
丁
目
）
＝
ホ
テ
ル
よ

り
乗
り
換
え
な
し
で

羽
田
空

港
第
一
・
第
二
・
第
三
タ
ー

ミ
ナ
ル
行
き
リ
ム
ジ
ン
バ
ス

が
７
月
16
日
よ
り
運
行
中
。

３
面
に
時
刻
表
が
。
料
金
は

片
道
大
人
１
３
６
０
円
、
小

人
６
８
０
円
。

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
利
用
の
方

は
カ
デ
ン
ツ
ァ
駐
車
場
が
特

別
料
金
で
１
日
１
３
０
０
円
。

要
予
約
。

Tel
（
５
３
７
２
）
４
４
１
２

リ
ム
ジ
ン
バ
ス
案
内
セ
ン

タ
ー
で
、
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
予

約
も
１
か
月
前
よ
り
可
能
。

全
日
９
時
か
ら
18
時
。

Tel
（
３
６
６
５
）
７
２
２
０

ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ
ァ
⇅
羽
田
空
港

中
止
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト


